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菊水中央Ａチームが

　１月15日（日）、和水町体育館前を発着点として「第41回玉名
駅伝大会」が開催されました。玉名郡市の11チームが全10区間
41.5㎞のコースで健脚を競い合いました。
　和水町からは２チームが出場。最後まで粘り強い走りを見せ
ましたがあと一歩届かず、Ｂチームが準優勝、Ａチームが５位で
ゴールしました。
　選手、役員、応援などでご協力いただいた皆さん、ありがとう
ございました。

　１月29日（日）、三加和公民館から竈門地区を折
り返す13区間・16.８㎞のコースで襷をつなぐ「第10
回和水町親善駅伝大会」が開催されました。
　今年は、緑と菊水中央から各２チーム、神尾、春
富、菊水東から各１チームの合計７チームで争われ
ました。レースは序盤から菊水中央Aチームが他を
引き離して独走。また、３位争いも激しく、11区の
時点でわずか17秒の間に緑Ａ、春富、菊水東の３
チームが襷をつなぐなど、まれに見る混戦となりま
した。
　結果は、菊水中央Aチームが優勝し４連覇を達
成。準優勝が神尾チーム、３位が緑Ａチームとなり

ました。また、１区で区間賞の走りを見せ
た入江晋乃介さんがこの大会の最優秀選手
賞を獲得しました。

　１月22日（日）、第34回熊日郡市対抗女子駅伝大会が熊本市中央区のびぷれす熊日会館前を発
着点に７区間28.4キロのコースで19郡市の代表チームが出場して行われ、和水町の選手が出場し
た玉名郡チームは７位でした。
　この大会には、和水町から坂口天音さん（馬場）、坂井陽香さん（米渡尾）、柴尾知美さん
（大江田）、北原花帆さん（下平野）、仲田ひなさん（和仁）の５人が玉名郡チームに選ばれ、
そのうち坂口さん、坂井さん、柴尾さんの３人が選手として出場。結果は６区を走った坂口さん
の区間２位の快走もあり、昨年の９位から２つ順位を上げる７位でした。入賞圏内である６位ま
ではわずか９秒差と惜しくも入賞には届きませんでしたが、中学生・高校生が中心の若いチーム
であるため、来年は上位入賞に期待したいです。
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優　勝　 玉名市玉名　 2:18:55
準優勝　 和水町Ｂ 　　2:20:21
３　位　 南関町　　　 2:20:50
４　位　 玉東町　　　 2:21:10
５　位　 和水町Ａ　　 2:21:20
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１位　菊水中央Ａ
２位　神尾
３位　緑Ａ
４位　菊水東
５位　春富
６位　菊水中央Ｂ
７位　緑Ｂ

最優秀
選手賞

入江晋乃介（菊水中央A）

監　督　坂井　賢士（米渡尾）
マネージャー　柴尾　秀行（大江田）

１区　池田　達哉（立　石）
２区　坂井　陽香（米渡尾）
３区　嶋田　将人（久米野）
４区　松村　大輝（岩　尻）
５区　柴尾　一樹（大江田）
６区　柴尾　知美（大江田）
７区　大山　道弘（中　路）
８区　浦川　尚樹（江　栗）
９区◎池田　海翔（萩　原）
10区　坂口　拓夢（馬　場）

監　督　坂井　賢士（米渡尾）
マネージャー　福原　雅史（和　仁）

１区　荒木　宏太（上　岩）
２区　北原　花帆（下平野）
３区◎久井原　歩（東吉地）

　４区　山﨑　太雅（大　屋）
５区　内野　誠治（上大田黒）
６区　仲田　ひな（和　仁）

　７区　靏　　誠一（板楠東）
８区　靏　　彰吾（和　仁）
９区　坂井　俊介（米渡尾）
10区　池田真紗稀（和　仁）

１区　入江晋乃介（菊水中央A）
２区　田上　康太（菊水中央A）
３区　柴尾　香澄（菊水中央A）
４区　福田　悠介（菊水東）
５区　柴尾　知美（菊水中央A）
６区　近藤　祐樹（菊水中央B）
７区　坂本　　陸（菊水中央A）
８区　仲田　ひな（春富）
９区　荒木　宏太（神尾）
 　　　池田　達哉（菊水中央A）
10区　内野　誠治（神尾）
11区　水上　博貴（菊水東）
12区　友田　夢久（菊水中央A）
13区　靏　　邦宏（春富）
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１区がスタート

９区へ襷をつなぐ

最優秀選手賞を獲得した入江さん

三加和公民館に展示された
箱根駅伝出場チームのユニフォーム
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坂井賢士さん
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